
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 第１７７５回  ２０２２年３月３日（木）≪週報≫ 

 
                             秦野名水ロータリークラブ 

                               秦野商工会議所１２：３０ 

                                                                                                                                            

１．点  鐘 

２．合  唱 国歌「君が代」,「奉仕の理想」,ロータリーの目的 

３．お客様の紹介 

   ・小田原ＲＣ 矢端
ヤ バ タ

 雅子
マ サ コ

 様（ZOOM参加） 

４．会長の時間 

              〇本日は、山谷幹事が地区の姉妹委員会に出席の為例会は 

               欠席されております。韓国のチェジュ島の女性クラブと 

               ２７８０地区の姉妹委員会とズームでの参加をすると 

いうことです。 

               〇新型コロナウイルス感染状況が減少傾向にあるんです 

                が、病床使用率が警戒レベルに達しているという事で、 

                一都三県の知事から国に対してまん延防止等重点措置 

の延長の依頼が出ている。専門委員会で協議をして決めるようです。 

   〇秦野市においても、一昨日４２５人の感染者の報道が出ていまして、困ったと思い 

まして、二重マスクをしてまいりました。その後市から訂正のメールが来ているよ 

うです。１月下旬から２月初めまでに陽性が確認された３７３人が含まれていまし 

た。３６人と公表されております。今後名水ＲＣ例会も対面式で継続するつもりで 

す。引続き感染予防として、手指の消毒、マスク着用、換気、徹底してやって行き 

たいと思っております。 

   〇地区大会の参加者のリストを頂きました。ほとんどの方が参加と言う事です。この 

後の理事会で、集合方法等どのようにするか決めて皆様にご報告いたします。 

   〇地区より、立法案の提出を依頼したところ、茅ヶ崎、相模原ニューシティロータリ 

ークラブより４件が提出されました。反対を表明される場合は地区に通知をして下 

さいという案内が来ております。４案をご紹介いたしますので、もし反対というご 

意見がございましたら、挙手をお願い致します。 

 

●決議案 ２２Ｒ―１ 

 

 例会場 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

 事務所 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

例会日 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

会長 鈴木和夫  幹事 山谷洋子  会報・雑誌・IT 委員長 原恵美子 

2021 年～2022 年度国際ロータリー会長 
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奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 



 提案者：茅ヶ崎ロータリークラブ（第 2780地区、日本） 

 

 代表議員が規定審議会（ＣＯＬ）に対してより良い形で関与出来るようにする 

 ために、代表議員の任期及び選任方法を見直すことをＲＩ理事会に要請する件 

  ＲＩ細則第 9.040．節「代表議員の任期」と第 9.060.節「地区大会における代 

 表議員の選挙」に関する記述を変更することを理事会に要請する。 

趣旨及び効果（提案者による） 

 

ＲＩ細則第 9.040.節に、「代表議員の選挙は規定審議会の開かれる 2年前の年度 

の 6月 30日までに行うものとする。」と規定されている。そして第 9.040.節には 

「代表議員の任期は選出された翌年の 7月 1日に始まる。代表議員は、3年間、 

または後任者が選出、証明されるまで任期を務めるものとする。」と規定されて 

いる。この規定に従い、多くの地区では規定審議会の開催された翌年度に代表議 

員を選出して、その翌年の 7 月 1 日から 3 年間人気を務めているのが現状です。 

しかしながら、この任期では代表議員の最も大切な責務である規定審議会への立 

法案の提出にほとんど関与することが出来ない。何故なら、就任して半年で締切 

が来てしまうからである。そこで代表議員選任の時期を、「規定審議会の行われ 

る年度内と変更し、その翌年の 7月 1日から 3年間、または後任者が選出、証明 

されるまで任期を務める。」と訂正することを提案する。この変更により、代表 

議員が規定審議会への立法案提出に与する期間が 1年半になり、今以上に責任を 

もった立法案提案に対する啓豪活動が出来ると考える。 

 

財務上の影響 

 

本決議案は、国際ロータリーに大きな財務上の影響を与える事はないと思われる。 

   （賛成） 

 

    ●決議案２２Ｒ－２ 

     青少年交換留学生に世界共通の一般教養等の修得に関するマニュアルを作成す 

るようＲＩ理事会に要請する件 

提案者：茅ヶ崎ロータリークラブ（第２７８０地区、日本） 

 

昨今の著しいグローバル化の進展に伴い、青少年の間で留学がより身近に感じら 

れるようになっている。しかしながら、グローバル化の側面として貧富の格差、 

地域の格差等も認識されている。このような中、問題のある留学生が見受けられ 

先進国の受入クラブでは受入を躊躇するケースが散見されている。こうした問題 

を解消するために、留学生に自覚を促し、留学に対する一般教養を身につけても 

らうためのマニュアルが必要と思われる。 

 

趣旨及び効果（提案者による） 

 

青少年交換プログラムは、ＲＩの看板プログラムと言われて来たが、近年応募者 

は増えているが、受け入れに難色を示す地区やクラブが増えている。これは交換 

留学生の派遣国への理解不足や留学のために身につけていなければならない一 

般教養不足に原因があるのではないかと思われる。その解消のためにも、世界共 

通のマナーや常識等を留学生に理解してもらう事が必要不可欠と思われる。こう 

したことをおこなうことによって受入国のクラブの不安が軽減され青少年交換 

プログラムがよりスムーズに遂行されるようになると思う。 

 

財務上の影響 



本決議案は、国際ロータリーの財務に影響を与えると思われるが、国単位、ゾー 

ン単位での対応をすれば、大きな負担になることはないと思われる。 

   （賛成） 

     

    ●決議案２２Ｒ－３ 

 

     時限的にＣＯＶＩＤ－１９撲滅支援金としてロータリークラブに会員一人当た 

り１０ドルの拠出を依頼することをＲＩ理事会に要請する件 

 

提案者：相模原ニューシティロータリークラブ 

 

国際ロータリーはあらゆる活動において、多様性、公平性、包摂成を受容し、行 

動で示すことを奨励しており、世界中で持続可能な行動を行うために、ロータリ 

ークラブはこれらを需要して活動することに同意するとともに、ロータリークラ 

ブは、クラブ、国際ロータリー、ロータリー財団の３本の柱で支えられており、 

昨今の世界的な危機に関しても、国際ロータリーが主導することを切望するとこ 

ろである。そこで、ＣＯＶＩＤ－１９の出現リスクを軽減させるためには、世界 

中の国々にワクチンや検査キットを行き渡らせることが重要であり、その支援金 

として、ロータリークラブに会員一人当たり１０ドルの拠出を依頼することをＲ 

Ｉ理事会に要請する。 

 

趣旨及び効果（提案者による） 

 

これまでの世界経済は人々が世界中を移動出来る事で発達してきたが、ＣＯＶＩ 

Ｄ―１９がひとつの国から発生し、瞬く間に世界中に広がり、多くの国で移動制 

限を余儀なくされ、現在では世界中の経済が停滞している状況である。この経済 

危機を脱するためには世界中の国々で公平にワクチンを接種できるようにして、 

世界中の国々で同時期に感染者を減らす必要がある。それには、ワクチンが世界 

中の国々に行き渡るように資金的な支援が必要であり、ポリオ撲滅まであと少し 

まで活動を続けてきたロータリーだからこそ行う活動と考える。ロータリークラ 

ブから会員一人当たり１０ドル拠出で約１１００万ドルの支援になる。 

 

財務上の影響 

本決議案は、国際ロータリーに大きな財務上の影響を与えないと思われる。 

   （再度の審議） 

 

   ●決議案２２Ｒ－４ 

 

    ＣＯＶＩＤ―１９での世界的な経済状況を考慮し、ＲＩ理事会に人頭分担金減 

    の検討を要請する。 

 

           提案者：相模原ニューシティロータリークラブ 

 

    国際ロータリーの人頭分担金は、ロータリーが世界的な活動を行うための資金とし 

    て必要であると理解するが、現在の世界的な経済状況を考慮し、ＲＩ理事会に人頭 

    分担金の検討を要請する。 

 

    趣旨及び効果（提案者による） 

 

    ２０２２年１月にＩＭＦより出された世界経済の見通しでは、ＣＯＶＩＤ―１９ 



    感染件数の増加により、景気回復の停滞、インフレ率の上昇をあげており、早急な 

    回復は見込めない状況となっている。このような経済状況の中、ロータリークラブ 

では会費の減額などの取り組みを行い、会員の維持に努めているところであり、国 

際ロータリーの人頭分担金についても数年間（時限的）減額することで会員の維持 

につながると考える。 

 

財務上の影響 

 

本決議案は、国際ロータリーに大きな財務上の影響を一時的に与えるが、会員の減 

少を防ぐこと、また、会員の増強にも繋がることで中長期的おいて財務上の影響は 

ないと思われる。 

    （賛成） 

５．幹事報告 

【ガバナー事務所より】 

 今月のロータリーレート：１＄＝１１６円 

①【ご案内】地区大会 顕彰午餐会（3月 20日開催） 

②新ホームページ ログインについて 

③米山奨学生 業務委託と覚書締結書類送付のお知らせとお願い 

④ロータリーの友事務所 3月運営について 

⑤地区大会 クラブ奉仕活動写真の提出について 

⑥決議案提出クラブ 投票について 

【受付文書】 

 ①「おかめ桜育樹祭」の終了について 

【例会変更】 

   【本日の配布物】 

６．記念日  

    ・会社創業記念日  

    ・入 会 記 念 日  

    ・御結婚記念日  

    ・御誕生記念日（会 員） 

            （配偶者） 

７．スマイル報告 

  〇鈴木和夫さん「会社の決算月期末を迎えました。今年度は計画に対して、全くの未 

達で困りました。でも何とかしないと・・・・。時間を創って営業活動します。何 

とかなる事を祈ってスマイルします。」 

   〇北村まり子さん「卓話させて頂きます。宜しく。」 

   〇古谷スミ子さん「３月３日はひなまつりです。桃の花も梅の花も桜の花も咲いてい 

そうな陽気です。コロナに負けず頑張りましょう。」 

   〇大屋富茂さん「３／２０～２１ 地区大会です。３／２１は全員の参加となります 

ので、時節柄充分考慮の上、ご参加頂きます様お願い致します。」 

   〇神崎達朗さん「ゴルフシーズンになって来ました。練習に行って来ます。」 

   〇桐山晃忠さん「いよいよ春ですね❕ コロナに負けず春花を広げよう。」 

   〇原郁夫さん「今日、コロナの注射をうちます。」 

   〇原恵美子さん「今日はおひなまつりの日です。今日は、コロナ予防接種３回目の日 

です。昨日の雨はひさしぶりの雨で最高でした。スマイルします。」 

   〇東島礼美さん「丹沢の山に黄色いかすみがかかっています。くしゃみに注意です。」 

   〇諸星道治さん「まん延防止、延長しそうです。今年度も終わりそうです。」 

                             合計 ３４，０００円 

８．出席報告 

  〇会員数 １６名、会員義務 １６名、出席者数 １０名、出席率％ ６８．７％ 



９．地区委員会報告 

10．委員会及びその他の報告 

  〇5月 8日の林文子さんの講演について 古谷実行委員長 

   明日 3月 4日に 5月 8日に延長になりましたと言う記事 

がタウンニュースに出ます。もう一回は 4月末に出る予 

定ですが、皆様 5月 8日のお知らせのチラシが足らなけ 

ればまだいっぱい残っておりますので、皆さんのお手元 

からお知り合いに知らせて頂ければ大変ありがたいと思 

っております。3月 6日に、実行委員になっております、 

神崎さん・大屋さん・鈴木会長・山谷幹事・私の 5人で文化会館の方に行きまして、 

変更になったことをご存じなく会場にお見えになった方にお詫びをしながら訂正 

をしたいと思っております。その結果として、は 3月 10日にお知らせが出来ると 

思っております。チラシを持って、５月６日の林文子さんの講演にお誘いして頂け 

ればと思っております。 

11．卓話 北村まり子さん 

               〇今まで副幹事として皆様にご迷惑をおかけしました 

事、助けて頂いたことに感謝しております。そして名

水ロータリークラブの素晴らしい仲間との出会いがあ

った事、とても幸せな事です。 

                〇今日は、人生について、大げさかもしれませんが話し

てみようと思いますので聞いて下さい。 

                 今現在、2号業務警備（交通誘導）77名、1号警備 

    （施設）24名、機械警備（巡回）9名、常駐 8名、事務所と内勤者含めて、116名 

になります。求人広告で常に募集をしておりますが、何処も求人は難しいですね。 

   〇警備業は人造り 

    一年間の内に 2回前期と後期で現任研修をします。礼節から始まり人とのコミニケ 

ションなど人にも違いがありますが、60歳を過ぎた人に、最初は素直な心でという 

のは、無理な事でしたが数カ月たちますと研修中に実施している我社の、５心 

（★ハイと言う素直な心★有難うと言う感謝の心★すみませんと言う反省の心 

 ★お蔭様と言う謙虚な心★私がしますと言う奉仕の心）25年間これを唱和してき 

ましたが常に頭の中に入れてほしいと願っております。生きると言う事は、出会う 

事がすべてなのかもわからない。人はそれぞれ人生について色々な考えがあるのは 

当然な事、誰一人として出会わなくて済んだ人がいないのである。それは一人でも 

かけていれば、今の自分はないだろうと言う事になる。それは別離した人々にたい 

しても同じ事で死別した人を含めてその人と出会っていなければ無論今の自分は 

無いし、死別や悲しい別離を乗り越えなければやはり今の考え方は出来なかった気 

がする。この話は伊集院静香さんの「一度きりの人生だから」を引用させて頂きま 

した。一度きりの人生だからを 自分に重ねて引用させて頂きました。 

   〇先日社内で今までに無かった前代未聞の事件が起きました。これは社長である私に 

    とって恥じるべき事でした。２～３日前に起きた事ですが、お得意様からの注文を 

    断ってしまったのです。確かに６ヶ月前に社内の体制が変わったばかりでしたが、 

    私が知ったのは、お断りして 2日目の事でした。得意先から注文を受ける業務部と 

    どこに配置するか決める管理部の 2人決めているのですが、私は信じられない、 

何故どうしてと尋ねました。ですが 2人は事の重大さをわかってない。一瞬、虚脱 

感を襲われ我が会社は何てダメな会社だろうと、本当に腹が立って「ばかったれ」 

と言いたくなりました。自分の心に収めるのは大変ですが、これが経営者かなと思 

いました。今までの信用は何だったのか、お客様大切でしょ、一つ探してくるのは 

大変でしょ、二度とこんな事はしてはいけない、会社が打撃を受けたと感じている 

のか。その夜は自分に腹が立って眠れませんでした。 

   〇人生色々隊員が現場に行く時は行ってらっしゃい。行って来ます。気を付けてね。 



    この声の掛け合いこれがなんとも言えないなく嬉しくなる任せといてとは、口に 

    出さなくても後ろ姿を見ると社用車に乗り込んで現場に向かう隊員は笑顔で出発 

    していきます。見送る私は嬉しくて感謝の気持ちでいっぱいです。家族の様に自分 

    の会社の従業員をほめすぎでは、いつも皆さんには家族ですよ、といっています。 

現場では、助け合って良き戦友でもある。人それぞれの生き方は、違っていても、 

関東警備システムに入って良かったと、言って喜んでくれたら幸せです。人との 

出会いわかれのある人生楽しくもそして名水ロータリーの仲間としてこれからも 

宜しくお願い致します。私の人生まだまだ続く訳ですが毎日楽しく人とのかかわり 

で、人のために何かお役に立つことが、出来るかもうちょっと夢をみたいと思いま 

す。最後に私の有人から素敵なお言葉を頂きましたので紹介させて下さい。 

『今がしあわせなら過去の苦労も感謝となる。 

 今から幸せになる生き方をすると思えばこれからの行動が自ずと見えてくる』 

  〇鈴木会長・・・少し時間がありますので、皆さんにご紹介したい記事がありました。 

   アメリカの成功者は、なぜ寄付や慈善事業に熱心なのか 

   「富裕層は社会に対して責任を持つべきだ」というよき伝統が米国にはある。成功 

して拠万の富を得たなら、その富を社会にどういう形で還元するか知恵を絞るのが、 

経営者の責務だというわけだ。その一人がウォ―レン・バフェットだ。世界一の投 

資家で、「パフェットが次に買うのは企業ではなくカナダだろう」というジョーク 

があるほどの資産家だが、こう言っている。「私はずっと、お金は社会にかえさな 

ければならない預かり証だと思っていました。」 

 パフェットはおかねを増やすことに生涯を懸けているが、稼いだお金を自分の生 

活のために使う気はさらさらない。若い頃に買った粗末な家に住み続け、食事は、 

コカ・コーラとサンドイッチさえあれば満足だ。子供達に残す遺産も、とりあえず 

は生活に困らないが、何もしなければ困窮するような少額である。 

 では、稼いだお金はどこに行くのか。ほとんどを慈善団体に寄付すると表明して 

いる。その慈善団体を運営しているが、世界有数の資産家であるマイクロソフト創 

業者ビル・ゲイツである。 

 もちろん、強欲な富裕層なってしまう経営者も少なくない。現実には、莫大な 

給料と賞与、ストックオプションによって私腹を肥やす人の方が多いだろう。だが、 

バフェットやゲイツのように、富のほとんどを自分のためでなく、世界のために 

使おうとする人達も確実に存在する。よき伝統は受け繋がれているのだ。 

「成功者はお金の使い方の手本を示す」 これがアメリカの良き伝統 

こうした良き伝統の先駆者といえるのが、鉄鋼王アンドリュー・カーネギーである。 

1848年、スコットランドから米国に渡り、12歳から働き始めた。電報配達や鉄道 

の電信技士をしながら株式投資を行うようになったカーネギーは、鉄道会社からの 

給料の何倍もの所得を投資で稼ぐようになり、やがて会社を辞め、鉄道建設と深い 

関係のある鉄道生産者の道を歩むようになった。 

 「成功するのは一つの分野を選んで、それに打ち込んだ者だけだ」というのが 

    カーネギーの信念である。カーネギーは同業他社がほとんど関心を持たない原価管 

    理に精通しており、常に新しい生産技術にも挑戦することで徹底したコスト消滅 

    を実現、歴史的な成功を収める。 

     カーネギーは事業家として成功する一方で、持てる者は控えめで質素に暮らし 

    富の誇示や浪費を避ける手本を示さなければならない、という信念を持っていた。 

    「富を持って死ぬことは、恥ずべきである。」と考えていた。その信念に従って 

    60代半ばで会社を 4億 8000万ドルで売却、亡くなるまで慈善事業に力を入れた。 

    有名なカーネギー・ホールや、現在のカーネギーメロンを様々な施設や目的のため 

    に寄付すると記している。 

 

12．点  鐘 


